
　どのテスト項目がどの要求項目を検証しようとしているのかを理解することは重要である。こ
れには次の２つの理由がある。（１）テスト項目を作成するときには、すべての要求項目がテス
トされようとしているかどうかを知ることが有用であることがわかる。（２）テストを実施する
ときには、どの要求項目がチェックされているかどうかを知ることが有用であることがわかる。
さらに、もし、要求項目に優先順位が付けられているのなら、それと関連づけてテスト項目の優
先順位を容易に決めることができるだろう。つまり、あるテスト項目の優先順位は、それに対応
するすべての要求項目の優先順位の最大値である。
　行がソフトウェア・テスト項目のすべてに対応し、列がソフトウェア要求仕様書の要求項目の
すべてに対応する大きな表を維持更新せよ。ある升目の“１”はその行のテストがその列の要求
項目の検証に対応することを示す。“１”が存在しない行は、そのテストに目的がないことを示
し、“１”が存在しない列は、その要求項目がテストされていないことを示すことに注目して欲
しい。このような表がうまく作れるかどうかは、各要求項目をユニークに参照する能力にかかっ
ている。
（２０１の鉄則：原理１０７＜テスティングの原理＝テスト項目を要求項目と関連づけよ＞）

　　―　解　　説　―
“テスト”―それは、全てのソフトウェア開発
組織にとって頭痛のタネでしょうし、開発者自
身にとっても、好きになれない関門かもしれま
せん。十分網羅したと思っていたのに、月曜日
になってマネージャーが「どうだ、上手く行っ
ているか？」と言って、ちょっと操作してみた
途端にシステムが止まってしまった、という経
験をした人も少なくないでしょう。「自分のソ
フトウェアを自分でテストするな」―これは原
理１０９の表題ですが、それほど、テストは容
易ではありません。
必要なテストを必要なだけ実施できたら・・・
これは関係者の願いでもあります。システムの
規模が大きくなり、複雑さが増し、その上、短
い開発期間が要求されているなかで、どうやっ
て効果的なテストを実施するかということは、
今日ではとても重要なテーマになっています。

　　　　　テストの目的？

テストは何のために行うのか？
それは言うまでもなく、システムに要求されて
いることが、正しく組み込まれていることを確
認するための行為です。新規の開発であろう
と、保守開発であろうと、開発作業の動機は
「要求」です。その要求を、どのように実現し
ているか、そこにテストの真価が問われること
になります。従ってテストはエラーを見付ける
ことにその意義があるのです。
しかしながら現実には、そこまでテストされな
いことがしばしばです。その理由は、テストの
目的を勘違いしているからです。「正しく動く
ことを確認する」という姿勢からは、効果的な
テストケースが想定されません。と言うより、
考え付かないのです。
その結果、表面的な機能テストでは「合格」す
るかも知れませんが、限界値や発生しうる無効
なデータを試した途端に、実現の不十分さが露
呈するのです。

　　自分でテストしてはいけない？

原理１０９で、「自分のソフトウェアを自分で
テストするな」と言う意味は、自分が制作した
ソフトウェアは、どうしても“上手く動くこ
と”をテストしようとしてしまい、「エラーを
見付けること」というテストの目的を外してし

（株）システムクリエイツ
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ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から 回０９
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  清  水  吉  男

1997

まうからです。実際、当事者にテスト作業の状
況を尋ねると「上手く動いています」という返
事が帰ってきます。本来は「まだエラーが見つ
かりません」という返事でなければならないの
です。
設計者が気付かなかった「範囲」を試すのがテ
ストの目的です。もちろん、そのケースに合理
性がなければ問題外ですが、自分でテストをす
ると、本来の目的に沿った姿勢に立てずに、ど
うしてもテストが甘くなってしまいます。

　　　チェックリスト

とは言え、自分のプログラムを自分でテストし
ないで済む組織は殆どないでしょう。最終的な
品質保証の立場からのテストは別の人（あるい
は組織）が実施する体制を組むことのできる組
織でも、設計者が、自分のプログラムのテスト
にまったく関わらないで済むことはありませ
ん。
しかしながら、テスト項目を事前に用意しない
で、実際のテストの場で、自分のプログラムや

（１）1997 年 4 月 http://village.infoweb.or.jp/ ̃fwgf2942/index.htm

▲昨年発表された国連開発計画の報告書に衝撃的な内容が盛り込まれているという。それは、市
場化で急成長する国がある反面、落ちこぼれた国々がある。平均所得が８０年の水準より減った
国が７０ヵ国、７０年より減った国が４３ヵ国もある。世界の上位３５８人の億万長者の資産合
計は、世界人口の４５％が住む国の年間所得の合計を超える、という。
▲１９７１年以降、我々は「市場化」を時代の流れとして受け入れてきた。それが当然であるか
のように振る舞ってきたし、今でもインドネシアを始め、近隣のアジアの国々に対して「ＷＴＯ」
という「御旗」を掲げて市場の解放を求めている。それを求めるのがまるで「権利」であるかの
うように。そしてそれに抗する国は、世界貿易の敵であるかのように。
▲この国は、戦後の荒廃のあと今日のように経済的に立ち直った理由の一つは、復興の時期が、
ちょうど為替が固定相場制であったことと、市場化を拒否しても、世界から攻撃されない時代で
あったことを見逃せない。１９７０年まで日本の産業の基盤は概ね整った。だからこそ、その後
の変動相場制への移行や、オイルショックも乗り切れた。ただ、ちょっと気になるのは、それが
日本人の優秀さを誇るかのように言われていることだ。
▲今日の「市場化」のルールは、一部の経済的先進国が、自分たちの論理で決めたものである。
間もなく日本もそのルールを振りかざす側に加わる。そのルールの下では、遅れている自国の産
業を育成するために、輸入品に対して高率の関税を掛けようものなら、経済的先進国は口を揃え
て非難し、背広の内ポケットに対抗措置をちらつかせる。だが、これだけ富が片寄ってしまって
は、もはやこれまでのような論理で、経済の市場化を地球規模で追及することは危険な状態にな
るだろう。

経済の 市場化 市場化 の行く手

設計書を開いてテスト項目を選び出すようなこ
とをやっては、間違いなく自分のプログラムを
擁護する結果となり、テストの目的を外してし
まうでしょう。
そのような状態を回避するためにも、どうして
も事前にテスト項目を作っておかなければなり
ません。そして、テストを実施する際には、そ
のリストに従って、感情や願いを交えずに、
淡々と実施していく必要があります。

　　　要求仕様書の出来次第

では、そのようなチェックリストをどうやって
作るか。それは原理１０７に書かれているよう
に「要求」に基づくことです。つまり、
　・要求の範囲を間違って理解していないか？
　・要求を実現する方法を間違えていないか？
　・実現すべき要求を勘違いしていないか？
　・そして要求を見落としていないか？
などをテストするのです。

これが出来るかどうかは、要求仕様書がうまく
書かれているかどうかにかかっています。
残念ながら、多くの開発組織では、要求仕様書
が書かれていないか、書かれていても貧弱で、
簡単に個条書き程度のものです。個々の要求に
固有の番号が割り付けられていなければ、要求
とリンクした効果的なチェックリストを作るこ
とは困難です。
それさえ出来ていれば、原理１０７で提案され
ている「マトリクス」を作ることが出来ます。
もちろん、一つのマトリクスに限る必要はあり
ません。状況によって複数のマトリクスを用意
することも可能です。マトリクスにはどうして
も“無駄”な部分が生じます。大きくすればす
るほどムダが増えます。要はそのムダを容認で
きる限界と、マトリクスを複数に分けるコスト
の問題です。
先々の使い方まで良く考えられた要求仕様書
が、その後の設計作業やテスト作業をスムース
に進めるのです。これをいい加減にして先に進
んでも、設計モレやテストモレによって、結局
リワークで戻されるだけです。

　　　　　　　　　　　（次号へ続く）



鐘鐘
暁暁

音音

か
　
　
　
　
　
ね

74

のの

ご意見ご感想をお寄せください。宛先は表紙右上の住所又は表紙左上のＥ－Ｍａｉｌ アドレスへ

は
Ｔ
Ｉ
社
の
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
同
社
に
は
「
倫
理
カ
ー
ド
」
と

い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
六
万
人
の
社
員
に

配
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
、

●
「
そ
れ
」
は
法
律
に
触
れ
な
い
だ
ろ
う

か●
「
そ
れ
」
は
Ｔ
Ｉ
社
の
基
本
方
針
に

合
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か

●
「
そ
れ
」
を
す
る
と
良
く
な
い
と
感
じ

な
い
だ
ろ
う
か

●
「
そ
れ
」
が
新
聞
に
載
っ
た
ら
ど
う
映

る
だ
ろ
う
か

●
「
そ
れ
」
が
正
し
く
な
い
と
分
か
っ
て

い
る
の
に
や
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
五
つ
の
判
断
基
準
が
書
か
れ
て
い

る
と
い
う
。
（
三
月
二
一
日
付
け
日
経
新

聞
よ
り
）

　
　
―
　
×
　
―
　
×
　
―

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
カ
ー
ド
が
配
ら
れ
て
い

る
か
ら
と
言
っ
て
、
全
て
の
社
員
が
過
ち

を
犯
さ
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
組
織
の
ど
こ
に
属
す
る
人
で

あ
っ
て
も
、
こ
の
基
準
は
通
用
す
る
。

ま
た
、
今
日
で
は
ア
メ
リ
カ
の
企
業
の
四

割
程
で
、
倫
理
担
当
役
員
を
置
い
て
、
企

業
の
ト
ッ
プ
で
あ
ろ
う
と
チ
ェ
ッ
ク
の
対

象
と
し
て
い
る
し
、
社
員
か
ら
の
相
談
も

受
け
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
所
属
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
は
氏
名
は
知
ら
せ
な
い
。

　
　
―
　
×
　
―
　
×
　
―

確
か
に
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
は
、
企
業

に
限
ら
ず
、
組
織
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
働

か
せ
る
の
が
上
手
い
。
そ
れ
に
、
妙
な
経

営
を
し
て
「
ネ
タ
」
を
提
供
し
、
会
社
に

損
害
を
与
え
た
ら
、
す
か
さ
ず
株
主
か
ら

損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
。
そ
れ
も
生
半

可
な
額
で
は
な
い
か
ら
、
必
然
的
に
厳
し

く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
―
　
×
　
―
　
×
　
―

こ
れ
ま
で
、
「
倫
理
」
と
い
え
ば
日
本
の

十
八
番
だ
っ
た
は
ず
。
明
治
維
新
の
と
き

に
、
日
本
の
資
本
主
義
の
基
盤
を
築
い
た

渋
沢
栄
一
は
、
「
右
手
に
算
盤
、
左
手
に

論
語
」
と
言
わ
れ
た
人
物
で
、
論
語
に
精

通
し
、
論
語
を
経
営
の
精
神
的
背
景
に
据

え
て
き
た
人
で
あ
る
。
同
氏
の
著
作
で
あ

る
『
論
語
講
義
』
（
講
談
社
学
術
文
庫

刊
）
は
、
渋
沢
栄
一
が
実
業
家
の
立
場
か

ら
論
語
を
解
釈
し
講
義
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
　
―
　
×
　
―
　
×
　
―

論
語
の
里
仁
篇
に
『
利
に
よ
っ
て
行
え
ば

怨
み
多
し
』
と
言
う
の
が
あ
る
が
、
こ
れ

に
対
し
て
渋
沢
栄
一
は
、
「
こ
れ
実
業
家

の
終
身
恪
循
（
か
く
じ
ゅ
ん
）
す
べ
き
明

教
に
あ
ら
ず
や
」
と
言
い
、
「
正
当
の
道

に
よ
ら
ず
無
理
を
し
て
得
た
る
富
や
地
位

は
永
続
せ
ぬ
も
の
」
と
言
う
。
そ
し
て
倫

理
を
踏
み
外
す
よ
う
だ
と
「
商
工
人
は
思

想
低
下
の
賎
丈
夫
（
せ
ん
じ
ょ
う
ふ
）
」

と
な
っ
て
し
ま
い
、
「
光
輝
な
き
実
業
と

な
り
終
わ
ら
ん
」
と
、
実
業
の
将
来
を
案

じ
て
、
八
四
歳
の
時
に
「
論
語
講
義
」
を

書
い
た
。

　
　
―
　
Ｏ
　
―
　
Ｏ
　
―

果
た
し
て
渋
沢
栄
一
が
、
「
思
想
低
下
の

賎
丈
夫
」
の
溢
れ
た
今
日
の
状
態
を
見
て

何
と
言
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

（２）

は
資
本
主
義
の
マ
ー
ク
の
入
っ
た
も
の
を

纏
っ
て
い
る
が
、
実
態
は
共
産
主
義
の
国

家
運
営
と
変
わ
り
は
な
い
。

　
　
―
　
×
　
―
　
×
　
―

資
本
主
義
は
、
株
主
が
い
て
始
め
て
成
り

立
つ
と
い
う
の
に
、
株
主
も
邪
険
に
扱
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
精
々
、
ち
ょ
っ
と
し

た
お
土
産
を
も
た
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
、
個
人
株
主
が
増
え
な
い
の
も

当
然
だ
し
、
相
変
わ
ら
ず
株
主
資
本
主
義

は
成
立
し
な
い
。
株
主
に
、
詳
し
い
情
報

も
提
供
さ
れ
て
い
な
い
し
、
殆
ど
の
株
主

は
企
業
の
実
情
を
知
る
方
法
は
な
い
。
総

会
で
配
ら
れ
る
資
料
が
全
て
か
も
知
れ
な

い
。
そ
れ
も
事
実
で
あ
る
保
証
は
な
い
。

　
　
―
　
×
　
―
　
×
　
―

し
か
し
な
が
ら
、
総
会
屋
は
知
っ
て
い

る
。
彼
ら
の
情
報
網
は
広
い
し
、
何
よ
り

も
早
い
。
談
合
の
実
態
や
、
商
品
の
欠
陥

情
報
、
表
に
出
な
い
金
の
動
き
な
ど
、
い

ろ
ん
な
情
報
が
集
ま
っ
て
く
る
。
逆
に
い

う
と
「
ネ
タ
」
を
掴
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
総
会
屋
を
締
め
だ
す
法
律
を
厳
し
く

し
て
も
、
一
時
は
“
鳴
り
”
を
潜
め
る

が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ち
ゃ
〜
ん
と
「
存

在
」
し
て
い
る
の
は
、
企
業
の
方
が
相
も

変
ら
ず
ネ
タ
を
提
供
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
法
律
を
厳
し
く
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

逆
に
「
ネ
タ
」
の
相
場
は
高
く
な
る
。

　
　
―
　
×
　
―
　
×
　
―

「
期
待
通
り
の
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
と
、

倫
理
的
に
正
し
い
行
為
の
ど
ち
ら
か
の
選

択
を
迫
ら
れ
た
場
合
、
私
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
迷
わ
ず
正
し
い
行
為
を
選
ぶ
」
。
こ
れ

総
会
屋
―
こ
の
言
葉
か
ら
受
け
る
印
象
は

「
悪
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
果
た
し
て
本

当
に
企
業
側
が
「
善
」
で
総
会
屋
は
い
つ

も
「
悪
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
マ
ス
コ
ミ
の

報
道
も
手
伝
っ
て
、
総
会
屋
は
完
全
に

「
悪
者
」
に
さ
れ
て
い
る
し
、
実
際
に

「
悪
」
も
居
る
だ
ろ
う
。
法
律
の
面
か
ら

は
、
総
会
屋
は
追
放
さ
れ
る
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
―
　
×
　
―
　
×
　
―

総
会
屋
に
金
品
を
提
供
す
る
理
由
は
、
定

時
株
主
総
会
の
議
事
の
進
行
を
“
円
滑
に

”
す
る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
“

円
滑
に
”
と
い
う
意
味
が
、
式
次
第
に

沿
っ
て
三
〇
分
で
終
わ
る
こ
と
を
言
う
。

定
時
株
主
総
会
は
、
決
算
の
報
告
、
次
年

度
の
経
営
方
針
の
説
明
、
関
す
る
質
疑
応

答
の
場
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
三
〇
分
」
で

終
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
て
の
議
案
に

対
し
て
「
異
議
無
し
」
で
、
な
お
か
つ
質

問
は
一
つ
も
出
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
　
―
　
×
　
―
　
×
　
―

何
故
か
、
日
本
の
企
業
経
営
者
は
一
部
上

場
の
企
業
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
状
態
を

「
良
し
」
と
し
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て

質
問
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
「
汚
点
」
な
の

か
。
そ
の
証
拠
に
、
去
年
よ
り
も
短
い
こ

と
を
競
っ
て
い
る
し
、
総
会
の
日
程
も
、

多
く
の
企
業
が
同
一
日
に
設
定
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
う
る
さ
い
株
主
を

排
除
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
衣
こ
そ

蓄
え
な
け
れ
ば
発
し
な
い
。
発
す
る
と

言
っ
て
も
口
か
ら
出
る
も
の
と
は
限
ら

な
い
。
「
貌
」
も
あ
る
。
貌
と
い
っ
て

も
顔
形
（
だ
け
）
で
は
な
い
。
空
気
や

雰
囲
気
と
言
う
も
の
も
あ
る
。
蓄
え
は

風
貌
に
で
る
。
だ
か
ら
リ
ン
カ
ー

ン
は
、
側
近
に
推
薦
さ
れ
た
人
を

一
目
見
て
、
「
顔
が
気
に
入
ら
な

い
」
と
い
っ
て
断
っ
た
。

昔
、
顔
の
半
分
以
上
に
火
傷
の
痕

を
持
つ
女
性
と
同
じ
チ
ー
ム
で
仕

事
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ

が
全
く
気
に
な
ら
な
い
不
思
議
な

雰
囲
気
を
も
っ
た
人
で
あ
っ
た
。

今
思
い
返
し
て
も
、
蓄
え
る
こ
と

の
厚
い
女
性
で
あ
っ
た
。

企
業
の
中
で
は
一
枚
の
辞
令
で

「
発
す
る
」
こ
と
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
事
前
に
蓄
え
が
あ
れ
ば

迷
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
我
が
国

で
は
技
術
者
は
一
般
に
こ
の
種
の
蓄
え

は
不
足
し
て
い
る
か
、
殆
ど
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。

或
る
程
度
蓄
え
が
出
来
て
い
れ
ば
、
あ
と

は
マ
イ
ペ
ー
ス
で
蓄
え
を
厚
く
し
て
い
く

こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
蓄
え
が
大
き
く
不

足
し
て
い
る
場
合
は
大
変
だ
。

そ
れ
で
も
、
何
と
か
し
て
蓄
え
始

め
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
一
般
に
こ

の
よ
う
な
人
の
場
合
、
蓄
え
る
方

法
を
持
た
な
い
か
ら
厄
介
だ
。
本

屋
に
行
っ
て
も
、
一
体
、
何
を
読

め
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ

う
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
毎
日
の

業
務
に
追
い
回
さ
れ
、
い
つ
し
か

「
蓄
え
の
必
要
性
を
感
じ
た
」
こ

と
な
ど
忘
れ
て
し
ま
う
。

今
日
、
蓄
え
が
不
足
し
て
い
る
理

由
の
一
つ
に
、
独
を
慎
ん
で
何
か

を
想
う
と
う
こ
と
が
無
く
な
っ
た

こ
と
も
大
き
い
。
周
り
に
画
像
や
音
が
氾

濫
し
、
雑
然
・
騒
然
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た

た
め
に
「
閑
」
に
耐
え
ら
れ
な
い
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
だ
し
、
ネ
ッ
ト

サ
ー
フ
ィ
ン
も
結
構
だ
が
、
や
は
り
「
慎

独
」
の
必
要
性
は
変
わ
ら
な
い
は
ず
。

1997 年 4 月 ホームページ　→　http://village.infoweb.or.jp/ ̃fwgf2942/index.htm

今月の一言今月の一言

「
蓄
う
る
こ
と
厚
け
れ
ば
発
す
る
こ
と
遠
し
。

　
誠
の
物
を
動
か
す
は
、
慎
独
よ
り
始
ま
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
一
斎
・
言
志
四
録

渋
沢
栄
一
の
嘆
き　
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